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結晶化は一般な生産プロセスで，ほとんどの物質の生産法で利用されている．結晶化は

誰でもできる原始的な純粋化手法であるが，いろいろな工夫が行われている．溶液から

の結晶化は，冷却や蒸発が親しみやすい．本研究グループでは，系統的にちょっとかわ

った結晶化について試みている．染料不純物の取り込みを制御した色付きの単一結晶（図 1），微小粒子

にした食塩の結晶粒子群（図 2）の純度などがある． 

一方，近年二次電池の開発が行われており，主に新しい電池材料に関する研究である．しかし，結晶化

の原理である核発生と成長に着目すれば，水溶液系の電池内では活物質の溶解と生成が電池の充放電に

なることがわかる．充放電で核発生のみの結晶化であれば，可逆性がよく充放電抵抗が小さく高速（大電

流）を実現できる．温度の制御ではなく圧力を制御すれば，高速充放電が実現できる．これまでに検討し

た鉛蓄電池（図３），ニッケル水素電池（図 4）に対する高圧力の効果を明らかにした． 

 

図 1 染料結晶       図 2 微小食塩結晶      図 3 高圧力鉛蓄電池  図４ 高圧ニッケル水素電池 

 

・高機能，高純度の結晶製品を省エネルギー・高効率で生産できる新しい晶析を開発す

ること． 

・安心，安全な次世代高圧力型二次電池の製品化を実現すること．  
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